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湖
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北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
北
方
領
土
問
題
の
提
議
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
六
号
）
で
は
、
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
以
降
、
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
北
方
領

土
問
題
に
関
す
る
議
長
声
明
若
し
く
は
政
治
宣
言
が
出
さ
れ
て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
サ
ミ
ッ
ト
で
北

方
領
土
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
は
、
わ
が
国
の
国
益
に
資
す
る
形
で
の
解
決
を
図
る
上
で
有
益
だ
と
政
府
は
認
識
し
て
い
る

か
。
」
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
以
降
、
日
本
政
府
は
サ
ミ
ッ
ト
で
北
方
領
土
問
題
を
討
議
す
る
よ
う
働
き
掛
け
た
こ
と
は

あ
る
か
。
」
「
『
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
』
で
、
北
方
領
土
問
題
に
関
す
る
問
題
を
提
議
し
、
議
長
声
明
若
し
く
は
政
治
宣
言
に
盛

り
込
む
考
え
を
政
府
は
有
し
て
い
る
か
。
」
と
の
質
問
に
対
し
、
「
ロ
シ
ア
側
が
領
土
問
題
の
存
在
を
認
め
、
日
露
二
国
間
で

領
土
交
渉
が
本
格
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
、
政
府
と
し
て
は
、
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方
四
島
の
帰
属
の

問
題
を
解
決
し
て
、
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
間
で
平
和
条
約
を
締
結
す
る
と
の
方
針
の
下
、
ロ
シ
ア
と
二
国
間
で
強
い
意
思
を
も
っ

て
交
渉
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
今
後
と
も
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右

の
答
弁
は
質
問
に
対
し
て
真
正
面
か
ら
答
え
た
も
の
で
は
な
く
、
意
図
的
に
答
弁
を
忌
避
し
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の

こ
と
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
で
、
一
九
九
二
年
七
月
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
（
以
下
、
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
」
と
い

一



う
。
）
よ
り
後
は
、
北
方
領
土
問
題
に
関
す
る
議
長
声
明
若
し
く
は
政
治
宣
言
は
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

が
、
そ
の
理
由
に
つ
き
、
再
度
説
明
を
求
め
る
。

二

サ
ミ
ッ
ト
で
北
方
領
土
問
題
を
提
議
す
る
こ
と
は
、
わ
が
国
の
国
益
に
資
す
る
形
で
の
解
決
を
図
る
上
で
有
益
か
。
政
府

の
認
識
に
つ
い
て
、
明
確
な
説
明
を
再
度
求
め
る
。

三

「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
」
で
、
北
方
領
土
問
題
は
ど
の
よ
う
な
総
括
を
さ
れ
た
か
。

四

「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
」
よ
り
後
、
日
本
政
府
は
サ
ミ
ッ
ト
で
北
方
領
土
問
題
を
討
議
す
る
よ
う
働
き
掛
け
た
こ
と

は
あ
る
か
。

五

四
に
つ
い
て
、
働
き
掛
け
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
を
説
明
さ
れ
た
い
。

六

来
年
七
月
に
北
海
道
洞
爺
湖
町
で
開
催
さ
れ
る
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
北
方
領
土
問
題
を
提
議
し
、
議
長
声
明
若
し
く
は

政
治
宣
言
に
盛
り
込
む
考
え
を
政
府
は
有
し
て
い
る
か
。
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

二


